
※確認内容の詳細については、後日発行の「ぎょうむそくほう」をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２日、2025 年度第３四半期決算の発表を受け、速やかに会社に問い合

わせ、確認を行ったところ以下の説明を受けた。 

当第３四半期の当社の運輸収入は、東海道新幹線・在来線ともにご利用が

好調に推移したため増収となり、過去最大となった。さらに、グループ会社

についても増収となり、連結営業収益は増加した。一方、営業費は、当社の

物件費やグループ会社における売上原価の増等により増加したが、増収・増

益の決算となった。 

なお、通期の業績予想については、第３四半期における運輸収入の実績を

反映し、収益・利益を上方修正したことを確認した。 

通期の業績予想において経常利益は７，０００億円を超え、前回予想に引

き続き過去最高となる見込みである。これは、組合員が業務に精励し続け、

安全・安定輸送の確保に努めてきたことの証左である。 

ＪＲ東海ユニオンは『将来宣言』に基づいた労使関係をより強固にし、率

直な意見交換を重ね、ＪＲ東海グループが一体となって、様々な課題の解決

に主体的に取り組んでいく。 

 

 

 

 2026年 ２ 月 ２ 日 

□2025年度第３四半期 連結決算の概要 
 実 績 前年度との差異 前期比 

営 業 収 益 １兆５，１４１億円 ＋１，４６１億円 １１０．７％ 

営 業 費 ８，１７３億円 ＋  ３３２億円 １０４．２％ 

営 業 利 益 ６，９６７億円 ＋１，１２８億円 １１９．３％ 

経 常 利 益 ６，５６８億円 ＋１，１５８億円 １２１．４％ 

親会社株主に帰属す

る 四 半 期 純 利 益 
４，５９２億円 ＋  ８２３億円 １２１．９％ 
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